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ま ち の 風 景

暖冬から一変  平年の量を上回る積雪に
　降っては積もり、積もっては降る毎日―。昨シー
ズンの暖冬からは一変したような降雪が続く今冬、市
内各地でも平年を大きく上回る積雪となっています。
１月25日朝で、本荘畑谷49ｾﾝﾁ、岩城15ｾﾝﾁ、大内羽広109
ｾﾝﾁ、西目31ｾﾝﾁ、東由利103ｾﾝﾁ、矢島65ｾﾝﾁ、鳥海百宅
166ｾﾝﾁを記録。市ではおおむね10ｾﾝﾁ以上の降雪を出動
の基準とし、地域の実情に合わせ、迅速かつ効率的な除
雪作業に努めています。（写真：同日午前２時23分、百宅で）
　大寒を過ぎたとはいえ、まだまだ厳しい冷え込みが
続きます。雪道での交通事故や屋根の雪下ろしの際に
けがをしたりしないよう、引き続きご注意ください。

表
紙
の
紹
介

　
市
を
代
表
す
る
真
冬
の
伝
統
行
事
「
新
山

神
社
裸
ま
い
り
」
が
一
月
二
十
日
、
石
脇
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
も
雪
が
舞
い
、
身
を
切
る
よ
う
な

寒
さ
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
身
を
清
め

る
水
ご
り
を
行
っ
た
後
、
酒
樽
や
タ
ラ
な
ど

の
奉
納
品
を
か
つ
い
だ
締
め
込
み
姿
の
男
衆

が
「
ジ
ョ
ヤ
サ
、
ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
威
勢
の
い

い
掛
け
声
を
響
か
せ
、
雪
に
覆
わ
れ
た
参
道

を
駆
け
上
が
っ
て
神
社
へ
。 

　
五
穀
豊
穰
や
家
内
安
全
を
祈
願
の
た
め
、

息
を
弾
ま
せ
、
社
殿
を
目
指
す
若
者
た
ち
の

姿
に
は
熱
気
が
み
な
ぎ
り
、
地
域
の
ま
つ
り

を
支
え
る
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

●自然保護のため、再生紙を使用しています。 
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「
平
成
二
十
年
市
成
人
式
」
が

一
月
十
三
日
、
本
荘
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
寒
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
市
外
在
住
者
を
含
む
新
成

人
八
百
八
十
一
人
（
昭
和
六
十
二

年
四
月
二
日
〜
六
十
三
年
四
月
一

日
生
ま
れ
・
対
象
者
千
百
九
十
六

人
、
出
席
率
　
・
７
％
）
が
式
典

に
出
席
。
華
や
か
な
振
り
袖
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
が
集
い
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
話
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
互
い

に
記
念
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
笑
顔
の
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人

の
家
族
や
式
典
関
係
者
な
ど
た
く

さ
ん
の
市
民
も
訪
れ
、
祝
福
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。�

�

　
式
典
で
は
、
柳
田
市
長
か
ら
新

成
人
を
代
表
し
、
成
人
証
書
を�

橋
里
実
さ
ん
（
本
荘
南
中
学
校
出

身
）
、
同
じ
く
記
念
品
を
佐
藤
健

太
さ
ん
（
矢
島
中
学
校
出
身
）
へ

と
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

�
　
柳
田
市
長
の
式
辞
（
三
ペ
ー
ジ

参
照
）
、
井
島
市
議
会
議
長
の
祝

辞
に
続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て

佐
藤
和
人
さ
ん
（
本
荘
北
中
学
校

出
身
）
が
「
成
人
と
し
て
の
自
覚
、

責
任
を
持
ち
、
思
い
や
り
と
助
け

合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
う
そ
、

偽
り
の
な
い
真
摯
な
態
度
で
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

二
十
歳
の
誓
い
を
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
出
席
者
全
員

で
「
市
民
憲
章
」
の
朗
読
と
市
歌

の
斉
唱
を
行
い
、
会
場
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
式
典
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。�

　
式
典
に
続
き
、
新
成
人
の
つ
ど

い
事
業
「
二
十
歳
す
っ
た
げ
バ
ン

ザ
ー
イ
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

市
内
外
の
企
業
や
事
業
所
・
店
舗

な
ど
の
協
賛
を
得
な
が
ら
、
新
成

人
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。「
中
学
校
恩
師
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
」
放
映
で
は
、
先
生
方
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
当
時
を
懐

か
し
む
姿
が
、「
大
抽
選
会
」
で
は
、

抽
選
に
当
た
り
、
驚
き
と
喜
び
の

表
情
を
見
せ
る
な
ど
、
会
場
は
大

人
社
会
へ
仲
間
入
り
し
た
若
さ
あ

ふ
れ
る
新
成
人
た
ち
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。�

７３�

　由利本荘市第３回成人式にあたり、１,１９６人の皆さ

んに成人証書を授与いたしましたが、成人された皆さ

んはもとより、ご両親はじめご家族にとってお喜びは

いかばかりかと存じます。ここにあらためて市民を代

表して心からお喜びとお祝いを申し上げます。��

　本市も誕生して間もなく４年目を迎え、誕生期から

夢ふくらむ創成期に移ろうとしていますが、これから

も市民に信頼される市政の確立と活力に満ちあふれる

まちづくりに懸命に努力をいたしているところであり

ます。�

　皆さまにとっては幼少年期を経て、本日はまさに大

人社会への巣立ちの日です。おめでとう。成人になる

までの２０年間は波乱に満ちたものがありました。なか

でも昭和の年号も幕を閉じようとする昭和６２年から６３

年に誕生。まさに我が国の経済は絶頂期。アメリカの

「ヴォーゲル氏」の著書「ジャパン　アズ　No.１」

や石原慎太郎氏の著書「ノーと言える日本人」などが

発行され、国民は「自信」をもった者や「おごり」を

感じた者など錯綜を覚えた時でもあります。時が移り、

年号も昭和から平成に変わり、これからさらに発展へ

と夢見たのもつかの間、日本経済は「砂上の楼閣が崩

れる」ごとく、経済の破綻によってパニックが生じ、

これ以降、長い冬の時代に入ってしまいました。��

　一方において、平成元年中国では天安門事件の発生。

また予想だにしなかった東西ドイツのベルリンの壁崩

壊、まさに世界が激動、激変の渦に巻き込まれること

になるのです。そうした中にあって、皆さまには両親

や家族、地域の方々に支えられてすくすくと育ち小学

校に入り、中学校は２０世紀最後の入学生として学ばれ、

２０００年１２月３１日新世紀の幕を開けようと市役所前に

相集い午後１１時３０分からカウントダウンが君たちの大

声で始まった。「５・４・３・２・１・０」、時２００１年１

月１日、午前０時０分、号音が花火となって夜空に咲

いた。２１世紀に突入した瞬間である。「新年おめでと

う。君たちは新世紀の主人公だよ」と握手を交わした

君たちの童顔の瞳は実に輝いて見えたことを思い出す。

今、成人となられた皆さんは本当にたくましくなった。

また美しくなった。立派になった。これから自己を確

立し、社会人として自分の果たすべき役割を高い志を

もって、その目標に向かって勇敢に進んでください。�

　平成１７年３月に合併した本市は面積においては、県

内第１位、全国では１４位と実に広大です。山と川と海、

この優れた自然とハイテク産業を主軸とした企業の発

展、高速道路の開通などにより都市機能が着々と強化

されております。さらに、うれしいことに今回の全国

小中学校の学力テストで全国トップとなったことなど、

由利本荘市には夢と希望があります。�

　どうぞ皆さんには、これからもふるさとに誇りを持

ち、さらには自己研鑽につとめ、立派な社会人として

ご活躍されることを念じまして式辞といたします。�

◆市長式辞�

　成人式に出席できなかった新成人で、成人証書などを受
け取っていない方は、次の窓口でお受け取りください。ご
家族の方でも結構です。�
　○本荘地域の方…市生涯学習推進課�
　　　　　　　　　（市役所第２庁舎　油小路)��
　○その他の地域…各地域の教育事務所生涯学習課�
　※時間…平日　午前８時３０分～午後５時�
　　問い合わせ先…市生涯学習推進課（　２４－６２８４）�
※忘れ物について…成人式当日、会場に忘れ物をされた方
は本荘文化会館までご連絡ください（　２２－３０３３）��

～成人式に出席できなかった方へ～�

平成20年 成人式�

たん�

ひとみ�

さん�

し�
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（
岩
谷
町
松
山
） 

伊 

藤 

幸 

一 

さ
ん 

　
二
年
続
け
て
目
指
す
大
学
へ
行
け

な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
志
望
校
を

変
え
て
絶
対
に
合
格
し
た
い
。 

　
成
人
は
、
一
つ
の
区
切
り
。
親
に

任
せ
っ
き
り
に
な
ら
ず
、
自
分
の
こ

と
に
責
任
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
球
環
境
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
生
物
学
関
係
の
研
究
者
を
目
指

す
の
が
直
近
の
目
標
で
す
。 

　
若
い
人
が
「
や
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
実
現
で
き
、
魅
力
を

感
じ
る
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
ま
ず
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を

貯
め
、
自
分
の
車
を
持
ち
た
い
―
。 

（
東
由
利
宿
） 

大
日
向 

志 

穂 

さ
ん 

　
金
浦
Ｔ
Ｄ
Ｋ
で
派
遣
社
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
と
特
に
変
わ
っ
た
感
じ
は

な
い
で
す
が
、
社
会
の
モ
ラ
ル
を
守

れ
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
は
に
か
ほ
市
で
ア
パ
ー
ト
住
ま

い
で
す
が
、
家
へ
通
う
交
通
費
の
料

金
を
下
げ
て
ほ
し
い
。
電
車
が
通
っ

て
い
れ
ば
い
い
な
あ
、
な
ん
て
。 

　
市
に
対
し
て
望
む
こ
と
。
や
っ
ぱ

り
、
若
い
人
た
ち
が
と
ど
ま
れ
る
、

魅
力
の
あ
る
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。 

（
新
上
条
） 

猪 

股 

理 

佳 
さ
ん 

　
保
育
士
を
目
指
し
て
短
大
で
勉
強

中
。
春
か
ら
は
盛
岡
の
施
設
で
働
き

ま
す
。
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
立
派
な

社
会
人
、
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
と
に

か
く
人
に
恵
ま
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
人
す
べ
て
が

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
由
利
本
荘
市
は
風
土
が
い
い
で
す

ね
。
帰
っ
て
く
る
と
安
心
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
い
風
土
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
式
典

が
終
わ
っ
た
ら
、
こ
の
晴
れ
姿
を
見

せ
て
、
祖
父
母
を
喜
ば
せ
た
い
―
。 

（
岩
城
君
ケ
野
） 

今 

野 

雄 

士 

さ
ん 

　
製
造
業
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
成
人
式
は
、
大
人
へ
の
ス
タ
ー

ト
。
こ
こ
か
ら
何
を
や
っ
て
も
責
任

が
あ
る
と
い
う
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

仕
事
も
頑
張
り
つ
つ
、
楽
し
む
と
き

は
楽
し
む
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
持
っ

た
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
。 

　
高
速
道
路
が
で
き
て
と
て
も
便
利
。

た
だ
、
店
な
ど
は
本
荘
地
域
に
集
中

し
て
い
る
の
で
、
本
荘
ば
か
り
で
な

く
、
全
部
均
等
に
便
利
で
活
気
の
あ

る
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
両
親
へ
―
。
若
い
と
き
に
自
分
を

産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
今
ま

で
育
て
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

（
石
　
脇
） 

中 

村 

宏 

江 

さ
ん 

　
大
学
生
で
す
が
、
今
は
特
に
目
標

が
な
い
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
目
標
を
し

っ
か
り
持
っ
て
、
そ
の
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
市
に
対
し
て
は
、
道
路
整
備
と
か

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
追
い
つ
い
て

い
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
お
金
を
使

う
と
こ
ろ
は
使
っ
て
、
締
め
る
と
こ

ろ
は
締
め
て
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
両
親
へ
は
、
今
ま
で
育
て
て
も
ら

っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
伝
え
た
い
。 

（
西
目
町
海
士
剥
） 

　
福
祉
専
門
学
校
で
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
成
人
と
し
て
、
マ
ナ
ー
を
守

れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
こ
の
三
月
に
は
学
校
を
卒
業
し
、

秋
田
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
介

護
福
祉
士
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
西
目
地
域
で
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

目
立
ち
ま
す
。
な
ん
と
か
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。 

（
矢
島
町
元
町
） 

佐 

藤 

健 

太 

さ
ん 

　
県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

（
本
荘
保
健
所
）に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で

く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
成
人
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
、

仕
事
・
地
元
で
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
通
し
て
地
元
に
貢
献
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
市
に
は
、
地
元
で
若
者

が
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
若
い
う
ち
に
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
積
み
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
今
後
の
夢
で
す
か
ー
。

お
金
が
た
ま
っ
て
か
ら
の
退
職
後
、

世
界
一
周
を
し
て
み
た
い
で
す
。 

（
鳥
海
町
上
川
内
） 

佐 

藤 

良 

平 

さ
ん 

　
学
生
で
す
が
、
春
に
は
卒
業
で
す

の
で
、
地
元
で
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
て
、
や
っ

ぱ
り
「
早
い
な
あ
」
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
友
達
を
大
切
に
し
、
今
ま
で

ど
お
り
、
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
合
併
し
て
も
う
す
ぐ
丸
三
年
。
ほ

か
の
地
域
の
人
た
ち
と
も
仲
良
く
な

れ
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
住
み

よ
い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
だ
け
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

20歳になったら 

国民年金 
　国民年金は、やがて訪れ
る長い老後や病気・ケガで
の障害など、万が一の場合
に備え、保険料を出し合い、
世代を超えてお互いを支え
合う制度です。 
　20歳になったら、「国民
年金」への加入手続きをし
ましょう！ 

 ★加入の種別　 
 第１号被保険者…農業、自
　営業、アルバイト、学生、
　無職の方など 
・市役所の国民年金担当窓
　口で、加入の手続きをし
　てください。 
・保険料は、社会保険庁か
　ら送付される納付書で納
　めます。口座振替制度も
　あります。 
※収入が少ないなど、納付
　が困難な場合は、保険料
　の免除申請があります。 
　　また、学生や30歳未満
　の方には、納付が猶予さ
　れる「学生納付特例制度」
　や「若年者納付猶予制度」
　があります。 

第２号被保険者…サラリー
　マンや公務員（厚生年金
　や共済組合の加入者） 
・加入の手続きは、事業主 
　（会社など）が行います。 
・保険料は、加入している
　それぞれの年金制度から
　国民年金制度へ拠出され
　ますので、個別に保険料
　を納付する必要はありま
　せん。 

第３号被保険者…第２号被
　保険者に扶養されている
　配偶者 
・加入の手続きは、配偶者
　の勤務する事業主（会社
　など)が行います。 
・保険料は、配偶者の加入
　しているそれぞれの年金
　制度から拠出されますの
　で、個別に納付する必要
　はありません。 
★20歳から60歳までの間
　に、加入の種別が変更に
　なる場合は、その都度種
　別に応じた手続きが必要
　です。 

　問い合わせ先…市民生活課
国民年金班（124－6246）
または秋田社会保険事務局
本荘事務所（124－1114） 

▽
 

　 

橋 

麻 

美 

さ
ん 
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開通を祝い、喜びのテープカット（１月１６日） 

　
同
地
区
に
は
新
山
小
と
本
荘
北
中
学
校

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
は
登
下
校

の
際
、
市
道
石
脇
通
線
の
路
肩
を
歩
い
て

通
学
。
し
か
し
、
こ
の
路
線
は
主
要
幹
線

道
路
で
交
通
量
が
多
い
う
え
に
歩
道
が
な

い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
通
行
上
の
安
全

対
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

整
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り

地
域
の
声
に
即
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、

同
地
区
の
二
十
二
町
内
会
や
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
係
者
が
主
体
的
に
話
し
合
い
、
検

討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。 

　
十
六
日
は
通
学
・
通
行
者
の
安
全
を
願

う
祈
願
祭
が
石
脇
新
町
公
民
館
で
行
わ
れ
、

市
や
議
会
、
工
事
関
係
者
七
十
人
が
出
席
。

神
事
の
後
、
児
童
生
徒
の
代
表
と
と
も
に

開
通
式
典
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
、
待
望
の
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。 

　
新
山
小
で
は
、
地
区
に
安
全
な
登
下
校

を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
十
人

の
方
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
新
し
い
通
学
路
と
し
て
の
利
用
を
ス

タ
ー
ト
。
道
路
幅
三
・
五
㍍
と
あ
っ
て
、

同
小
五
年
の
細
矢
楓
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
、

自
動
車
が
走
る
そ
ば
を
怖
い
と
感
じ
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
広
く
、

友
達
と
一
緒
に
安
心
し
て
登
校
で
き
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
専
用
道
路
は
各
路
線
と
も
生
活
道
路
と

接
続
・
交
差
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
地
区
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
付
近
を
車
で

通
る
際
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
引
き
続
き
ご
配
慮
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

便
利
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
く 

「
道
路
特
定
財
源
制
度
」 

道
路
特
定
財
源
と
は
？ 

暫
定
税
率
の
維
持
が 

ポ
イ
ン
ト
に 

道
路
特
定
財
源
の 

安
定
的
な
確
保
へ 

　
政
府
・
与
党
は
ガ
ソ
リ
ン
や
自
動
車

に
か
か
る
税
金
を
道
路
整
備
に
充
て

る
「
道
路
特
定
財
源
」
の
見
直
し
案

に
正
式
合
意
し
ま
し
た
。
今
回
の
道

路
特
定
財
源
見
直
し
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
は
「
暫
定
税
率
の
維
持
」
で
す
。 

　
こ
の
制
度
は
道
路
整
備
を
急
ぐ
た

め
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
適
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
道
路
特
定
財

源
は
年
間
五
兆
四
千
億
円
で
、
そ
の

う
ち
暫
定
税
率
に
よ
る
分
は
、
国
と

地
方
で
計
二
兆
六
千
億
円
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
十
年
間
、
こ
れ
を
維
持

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す（
二
十
年

度
予
算
ベ
ー
ス
）。 

　
当
市
に
は
道
路
特
定
財
源
と
し
て
、

二
十
五
億
六
千
万
円
（
平
成
十
八
年

度
決
算
）
が
国
か
ら
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
除
雪
や
道
路
補
修
な
ど
を

含
め
る
と
、
道
路
関
係
だ
け
で
七
十

七
億
二
千
万
円
を
支
出
し
、
道
路
特

定
財
源
で
足
り
な
い
分
を
他
の
財
源

で
補
て
ん
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
道
路
特
定
財
源

の
暫
定
税
率
が
本
来
の
税
率
に
戻
さ

れ
た
場
合
や
一
般
財
源
化
さ
れ
た
場

合
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
市
道
改

良
、
橋
の
整
備
や
区
画
整
理
事
業
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
日
沿

道
の
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
、
め

ど
す
ら
立
た
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
産
業
の
活

性
化
に
大
き
な
歯
止
め
が
か
か
り
、

人
口
減
少
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
懸

念
が
生
じ
ま
す
。 

　
道
路
は
人
と
暮
ら
し
を
支
え
、
豊

か
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
最
も

基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
地
域
の

経
済
・
産
業
の
発
展
、
救
急
医
療
や

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
に
、
そ
の
整
備
は
重
要

で
す
。「
道
路
整
備
は
も
う
十
分
だ
」

「
無
駄
な
道
路
は
造
ら
な
い
」と
の
声

は
、
道
路
が
先
行
し
て
整
備
さ
れ
た

地
域
か
ら
出
て
い
る
の
で
す
。 

　
地
方
の
発
展
も
あ
っ
て
こ
そ
、
活

力
あ
る
日
本
の
未
来
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
道
路
特
定

財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
深
い
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

ガ
ソ
リ
ン
や
自
動
車
に
か
か
る
税
金

と
し
て
道
路
の
整
備
に
充
て
る
財
源

を
自
動
車
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
制
度
、
こ
れ
を
「
道
路

特
定
財
源
」
と
い
い
ま
す
。 

専
用
道
路 

路
線
図 

　
こ
の
専
用
道
路
は
、
石
脇
地
内
か
ら
新

山
小
学
校
に
通
じ
る
五
路
線
か
ら
な
り
、

総
延
長
は
千
八
百
六
十
㍍
。
平
成
十
六
年

度
に
事
業
に
着
手
し
、
総
事
業
費
お
よ
そ

二
億
六
千
二
百
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。 

　
市
が
四
年
を
か
け
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
石
脇

地
区
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
一
月
十
六
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
二
十
二
日
か
ら
、
同
地
区
の
児
童
生
徒
の
新
し
い

通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本荘北中本荘北中 

新山小新山小 新山小 

本荘北中 

石脇北石脇北 
保育園保育園 
石脇北 
保育園 

石脇東石脇東 
保育園保育園 
石脇東 
保育園 

本荘本荘 
郷土資料館郷土資料館 
本荘 
郷土資料館 

石脇体育館石脇体育館 石脇体育館 

市 道 石 脇 通 線市 道 石 脇 通 線  市 道 石 脇 通 線  

新山公園 

●

●
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日本海東北自動車道（岩城IC～にかほ間） 
新規開通による交通量 ［平成19年9月18日～12月17日］

河
辺
Ｊ
Ｃ
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空
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松
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岩
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本
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に
か
ほ 
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前 

開
通
前 

開
通
後

開
通
後 
開
通
後 無　料　区　間 

写真：１号線を登校する新山小の児童 

　
昨
年
九
月
に
日
沿
道
岩
城
Ｉ
Ｃ
〜

仁
賀
保
間
が
開
通
し
、
国
道
七
号
の

仁
賀
保
・
本
荘
・
岩
城
間
の
渋
滞
が

か
な
り
解
消
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
通
後
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

自
動
車
道
を
利
用
し
た
人
が
　
％
で
、

「
便
利
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
人
が

　
％
を
占
め
る
な
ど
、
自
動
車
道
開

通
に
よ
る
利
便
性
向
上
へ
の
期
待
が

大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 ７１ 

８９ 
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１ 

国
民
健
康
保
険 

シ
リ
ー
ズ
　 

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
負
担
の
軽
減
を
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
九
月
ま
で
保
険
料
は
無
料
と

な
り
、
十
月
以
降
は
均
等
割
額
（
三

万
八
千
四
百
二
十
六
円
）
を
五
割
軽

減
（
一
万
九
千
二
百
十
三
円
）
し
て
、

さ
ら
に
九
割
軽
減
し
た
金
額
（
千
九

百
円
）を
、加
入
し
た
月
で
割
る
月
割

り
の
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
特
定
健
診
の
ね
ら
い
は
、
生
活

習
慣
病
に
な
り
や
す
い
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
を
早
期

に
発
見
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
費

を
抑
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
結
果
、
保
険
税
の
引
き
上
げ

を
抑
制
ま
た
は
引
き
下
げ
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
号
か
ら
三
回
に
分
け
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
四
月
か
ら
始

ま
る
「
特
定
健
診
」
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
今
ま
で
の
基
本
健
診
に
代
わ
っ
て
、

市
の
国
保
が
実
施
す
る「
特
定
健
診
」が

始
ま
り
ま
す
。 

　
４０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
全
員
受
診
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
加
入
す
る
健
康

保
険
（
勤
務
先
の
社
会
保
険
、
国
保
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
受
診
場
所
や
受
診
時

の
持
ち
物
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

は
市
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
も
含
め
て

社
会
保
険
や
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方

は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
国
保
の
「
特
定
健
診
」 

 

▼
実
施
場
所
／
今
ま
で
の
基
本
健
診 

　
　
　
　
　
　
会
場
と
同
じ
場
所 

 

▼
持
ち
物
／
保
険
証 

　
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
４０
〜
７５

歳
の
方
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場

合
に
、
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
（
７５
歳

の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
も
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。 

　
市
の
国
保
が
委
託
し
た
「
由
利
組
合

総
合
病
院
、
本
荘
第
一
病
院
、
佐
藤
病

院（
本
荘
地
域
）、
県
総
合
保
健
事
業
団

（
秋
田
市
）」
の
四
つ
の
医
療
機
関
で
受

診
し
た
と
き
は
、
お
お
む
ね
二
万
八
千

円
の
受
診
料
の
う
ち
三
分
の
二
程
度
の

自
己
負
担
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
検
査
項
目
の
追
加
も
可
能
の
場
合
が

あ
り
ま
す
）。 

　
ま
た
、
こ
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

と
き
に
保
険
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
で
受
診

し
た
と
き
は
、
窓
口
で
一
旦
受
診
料
を

全
額
支
払
っ
た
後
に
、
市
の
国
保
に
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
で
助
成
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
市
の
国
保
が
委
託
す
る
人
間

ド
ッ
ク
は
、
加
入
す
る
健
康
保
険
に
関

係
な
く
、
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

市
の
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
に
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
後
日
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
ガ
ン

検
診
な
ど
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

　
66
歳
以
上
の
方
が
、
上
記
の
四

つ
の
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
場
合
は
、
加
入
す
る
健

康
保
険
に
関
係
な
く
、
生
活
機
能

評
価
の
委
託
料
相
当
額
が
窓
口
で

支
払
う
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
予

定
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
市
の
国
保
に
加
入

し
て
い
る
66
歳
以
上
の
方
の
自
己

負
担
は
、
受
診
料
の
三
分
の
二
程

度
よ
り
も
低
い
額
に
な
り
ま
す
。 

詳
し
く
は 

市
民
生
活
課
国
保
班 

（
　
24
ー
6 
2 
4 
5
）ま
で 

1
☆
制
度
開
始
後
に
７５
歳
の
誕
生
日 

　
を
迎
え
、
社
会
保
険
な
ど
の
扶 

　
養
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
加 

　
入
さ
れ
る
方 

☆
制
度
開
始
前
に
老
人
医
療
対
象 

　
者
で
、
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養 

　
に
な
っ
て
い
た
方 

　
今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
六
カ

月
間
の
保
険
料
は
無
料
と
な
り
、
翌

十
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の
六
カ
月

間
は
、
均
等
割
額
（
三
万
八
千
四
百

二
十
六
円
）
を
五
割
軽
減
（
一
万
九

千
二
百
十
三
円
）
し
て
、
さ
ら
に
九

割
軽
減
し
た
金
額（
千
九
百
円
）を
保

険
料
と
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

社会保険などの被扶養者の方へ 

対象者の保険料は、今年4月から 
 9月までの6カ月間は無料となり、 
さらに翌10月から来年3月までの 
 6カ月間は、均等割額が9割軽減 
された額となります。 

　７５歳以上の方（注１）で、後期高齢者医療の 
被保険者になる前日（今年３月３１日または７５歳 
の誕生日の前日）において、被用者保険（注２） 
の被扶養者となっている方 

（注１） 
（注２） 

65～74歳で一定の障害認定を受けた方を含みます。 
政府管掌健康保険や企業の健康保険、公務員の 
共済組合など、いわゆる「サラリーマン」の健康保険 
であり、国民健康保険は該当しません。 

〈注〉 昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の方については、後期高齢者医療 
制度の被保険者となった日の属する月から２年間、被保険者均等割を５割軽減 
することとされていますが、今回の措置は、これに加えて行うものです。 

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す ！ 

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
対
し
、 

助
成
し
ま
す 

　
昨
年
の
制
度
改
正
で
、
窓
口
負

担
の
割
合
が
一
割
の
方
は
今
年
四

月
か
ら
二
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
一
年
間
据
え
置
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

70
歳
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
は
、 

一
年
間
「
１
割
」
に
据
え
置
き 

社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養 

者
の
方
の
保
険
料
を
軽
減 

７５
歳
未
満
で
、
障
害
認
定 

に
よ
る
老
人
保
健
医
療
受 

 

給
者
の
方
は
”選
択
制
“に 

あ
な
た
の
健
康
が
築
く 

豊
か
な
長
寿
社
会 

問
い
合
わ
せ
先 

 

各
総
合
支
所
市
民
課 

市
民
生
活
課 

1
（
　
２４
―
６
２
４
４
）、 

老
保
・
福
祉
医
療
班 

　
今
年
四
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
現
在
、
老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
現
在
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
（
国
保
、
社
保
、

共
済
な
ど
）
の
資
格
を
喪
失
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
移
行

し
ま
す
。
た
だ
し
、
６５
歳
以
上
７５
歳
未

満
で
、
障
害
認
定
に
よ
り
老
人
保
健
の

医
療
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
健
康
保
険
の
資
格
を
こ
れ
ま
で

ど
お
り
と
す
る
か
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
す
る
か
を
ご
本
人
が
選
択
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
資
格
の
継
続

を
希
望
す
る
場
合
は
、
老
人
保
健
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
の
障
害
認
定
を

受
け
な
い
旨
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
届
け
出
を
し

た
場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
四
月
か
ら
の
健
康

保
険
が
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
な
く
、

現
在
ご
加
入
の
健
康
保
険
の
資
格
を
引

き
続
き
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
７５
歳
以
上
の
方
は
、
す
べ
て

の
方
が
現
在
の
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
今
年
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の
一

年
間
、
今
ま
で
ど
お
り
窓
口
負
担
が
一

割
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
す
で
に
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、「
一
部
負
担
金

の
割
合
」
欄
の
表
記
が
「
二
割
（
平
成

二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
一
割
）」

と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
三
月
ま
で
に

「
一
割
」
と
表
記
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証

（
う
ぐ
い
す
色
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
新

し
い
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
古
い
証

（
白
色
）
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
窓
口
負
担
の
割
合
が
三
割
の

方
は
除
か
れ
ま
す
。 

健診項目に「腹囲測定」が加わります 

▲
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平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
由

利
本
荘
市
に
居
住
し
（
住
民
登
録

の
有
無
を
問
わ
ず
）、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
。 

① 

事
業
者
な
ど

　
平
成
十
九
年
中
に
営
業
・
農
業
・

そ
の
他
の
事
業
を
営
ん
だ
人
や
不

動
産
・
雑
・
譲
渡
・
一
時
所
得
な
ど

が
少
し
で
も
あ
っ
た
人 

② 

給
与
所
得
者

○
給
与
以
外
に
、
農
業
・
不
動
産

　
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
っ
た

　
人
（
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

　
円
以
下
の
た
め
所
得
税
の
確
定

　
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
市
・

　
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
） 

○
給
与
所
得
の
み
の
人
で
も
、
平

　
成
十
九
年
途
中
で
就
職
や
退
職

　
を
す
る
な
ど
、
二
カ
所
以
上
の

　
事
業
所
か
ら
給
与
を
受
け
た
人

　
で
、年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人 

○
給
与
の
年
収
が
、
二
千
万
円
を

　
超
え
る
人 

○
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
勤
務

　
先
の
事
業
所
か
ら
市
税
務
課
に

　「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出

　
さ
れ
な
か
っ
た
人 

※ 

確
定
申
告
が
不
要
な
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
還

付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
給
与
以
外

の
所
得
額
の
合
計
が
二
十
万
円
以
下

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
含
め
て
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

③ 

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者

　
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
や
、
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
・
配
偶
者
控

除
・
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う

と
す
る
人 

④ 

そ
の
他

　
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人 

○
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
給
与 

　
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
で
年
末

　
調
整
を
終
え
、
給
与
支
払
報
告

　
書
が
市
税
務
課
に
提
出
さ
れ
た

　
人 

○
所
得
が
全
く
な
く
、
家
族
な
ど

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
た
人 

※
た
だ
し
、
前
記
の
枠
内
で
も
示
し
て

い
る
通
り
、
申
告
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
十
九

年
分
所
得
の
所
得
税
が
、
六
段
階

に
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
・

県
民
税
（
住
民
税
）は
、
平
成
十

九
年
度
（
平
成
十
八
年
分
所
得
）

か
ら
一
律
１０
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
分
の
所
得
税
か
ら

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
・
県
民
税
は
、
平
成
十
九
年
度
の

課
税
分
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
市
・
県
民
税
か

ら
、
六
十
五
歳
以
上
で
合
計
所
得

金
額
百
二
十
五
万
円
以
下
の
人
に

対
す
る
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、そ
れ
に
伴
う
経
過
措

置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

②
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
減
少

　
し
、
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く

　
な
っ
た
人
は

　
税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
改
正
は
、

市
・
県
民
税
率
が
平
成
十
九
年
度

（
平
成
十
八
年
分
所
得
）
か
ら
、
所

得
税
率
が
平
成
十
九
年
分
所
得
か

ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
分

所
得
で
所
得
税
が
課
税
さ
れ
た
人

の
う
ち
、
平
成
十
九
年
分
所
得
で

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
は
、
市
・

県
民
税
の
増
額
だ
け
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
所
得
税
率
の
変
更
に

よ
る
所
得
税
負
担
の
軽
減
の
影
響

は
受
け
ず
に
、
住
民
税
率
の
変
更

に
よ
る
住
民
税
負
担
の
増
加
の
影

響
だ
け
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
納
付
済
み
の
平
成
十
九
年

度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、
申
告
に

よ
り
、
税
源
移
譲
で
増
額
と
な
っ

た
住
民
税
相
当
額
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
該
当
す
る
人
に
は
後
日
文
書
を

送
付
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
適

用
を
受
け
る
場
合
は
、
平
成
十
九

年（
昨
年
）一
月
一
日
現
在
に
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
へ
、
平
成
二
十

年
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

の
間
に
「
減
額
申
告
書
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に

由
利
本
荘
市
へ
転
居
し
た
人
は
、

申
告
先
を
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

税

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 

申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
の
は 

申
告
に
関
す
る
注
意 

※
日
程
の
詳
細
は
、
各
総
合
支
所
か
ら 

　
地
域
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
中
に
所
得
が

な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
税
の
低
所
得
者
軽
減

判
定
や
、
福
祉
・
国
民
年
金

関
係
の
た
め
に
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告

が
必
要
か
ど
う
か
、
電
話
な

ど
で
市
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
贈
与
税
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く

　
一
年
間
に
百
十
万
円
を
超
え
る

現
金
な
ど
の
財
産
を
も
ら
っ
た
人

は
、
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
七
日

ま
で
の
間
に
申
告
が
必
要
で
す
。 

■
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は

　
譲
渡
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
売
っ
た
と
き
や
買
い
換
え
を
し

た
と
き
な
ど
は
、
一
定
の
要
件
の

も
と
に
、
課
税
の
軽
減
特
例
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

■
償
却
資
産
の
申
告
も
忘
れ
ず
に

　
該
当
者
に
は
申
告
書
を
送
付
済

み
で
す
が
、
未
提
出
の
人
や
申
告

書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

市
税
務
課
資
産
税
班（
　
２４
―
６

３
０
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
農
業
所
得
の
計
算

　
平
成
十
九
年
分
申
告
よ
り
簡
易

計
算
が
廃
止
さ
れ
、
す
べ
て
の
方

が
収
入
か
ら
経
費
を
引
い
て
所
得

を
算
出
す
る
「
収
支
計
算
」
と
な

り
ま
す
。「
農
林
産
物
販
売
金
額
内

訳
書
」
な
ど
収
入
の
分
か
る
も
の
、

支
払
っ
た
各
種
領
収
書
な
ど
農
業

に
関
す
る
経
費
の
分
か
る
資
料
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
収
入
・
経
費

を
収
支
内
訳
書
の
項
目
ご
と
に
集

計
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

■
消
費
税
の
申
告
期
限

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告

期
限
は
三
月
三
十
一
日
　
で
す
。 

（月） 

注
税金の 
制度が 
変わります ！ 

税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税
の 

税
率
の
改
正 

六
十
五
歳
以
上
の
人
に
対
す
る 

市
・
県
民
税
の
非
課
税
廃
止
に 

伴
う
経
過
措
置
の
廃
止 

　
こ
れ
ま
で
の
短
期
・
長
期
損
害

保
険
料
控
除
が
改
正
さ
れ
、
地
震

保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

短
期
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
旧
長
期
損
害
保
険
料
は
、
経

過
措
置
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
と 

損
害
保
険
料
控
除
の
廃
止 

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
、
県
民
税

の
均
等
割
に
「
水
と
緑
の
森
づ
く

り
税
」
と
し
て
八
百
円
が
加
算
さ

れ
、
千
八
百
円
と
な
り
ま
す
。 

「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り 

税
」の
創
設 

定
率
減
税
の
廃
止 

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

　
る
人
は 

　
税
源
移
譲
に
伴
う
平
成
十
九
年

分
所
得
税
額
の
減
少
に
よ
り
、
所

得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引

き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、「
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
翌
年

度
の
市
・
県
民
税
か
ら
引
き
き
れ

な
か
っ
た
部
分
を
控
除
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
　 

　
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
十
九

年
分
以
降
の
所
得
税
に
お
い
て
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
り
、

平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
の

間
に
入
居
し
た
人
で
す
。 

　
平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
に

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
ま
た
は
税

務
署
へ
、
毎
年
三
月
十
五
日
（
平
成

二
十
年
は
三
月
十
七
日
）
ま
で
に
、

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
申

告
書
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
る
限
り
、
毎
年
提

出
が
必
要
で
す
） 

　
確
定
申
告
を
す
る
人
と
し
な
い

人
で
申
告
書
の
様
式
が
違
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
書
は
、
市
税
務
課
や
各
総

合
支
所
振
興
課
税
務
班
、
税
務
署

の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

税
源
移
譲
に
よ
る
特
例
措
置 

特例措置のイメージ 

経過措置のイメージ 

所得税額 
住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

税　源　移　譲　前 

納付すべき 
所得税額 

控除しきれ 
なかった額 

住宅ローン 
控除可能額 

所得税額が 
減　少 

所得税の 
住宅ローン 
控除額 

市・県民税 
住宅ローン 
控除額 

納付すべき 
市・県民税額 

税 　 源 　 移 　 譲 　 後  

所得税額 

本
来
納
付
す
べ
き
市

本
来
納
付
す
べ
き
市
・
県
民
税

県
民
税 

本
来
納
付
す
べ
き
市
・
県
民
税 

平成18年（度） 

平成19年（度） 

税源移譲により 
増額となった市・県民税額 
（減額となった所得税額） 

税源移譲により 
増額となった市・県民税額 
相当額が還付されます。 

平成19年（度） 

所得税 非課税 

所得変動がない
場合

所得変動により
税がかからなく
なった場合

※（度）は市・県民税の年度です。 

申告により 

平成19年中の所得に 
対しての課税 

平成19年中の所得に 
対しての課税 

問
い
合
わ
せ 

市
税
務
課
住
民
税

市
税
務
課
住
民
税
班（   

24
―
６
３
０

６
３
０
２
） 

ま
た
は

ま
た
は 

各
総
合
支
所
税
務
班
へ

各
総
合
支
所
税
務
班
へ 

市
税
務
課
住
民
税
班（   

24
―
６
３
０
２
） 

ま
た
は 

各
総
合
支
所
税
務
班
へ 

1

減少 
措 

置 

1
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は
じ
め
は
リ
フ
ト
を
怖
が
っ
て

い
た
一
年
生
も
含
め
、
最
終
日
に

は
全
員
が
転
び
な
が
ら
も
山
頂
か

ら
滑
っ
て
降
り
て
く
る
こ
と
が
で

き
、
達
成
感
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
基
礎
ス
キ
ー
教
室
が
一

月
八
日
か
ら
十
日
の
三
日
間
、
鳥

海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、

地
域
の
小
学
一
年
生
と
三
年
生
、

十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
ス
キ
ー
経
験
の
な
い

子
ど
も
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う

こ
と
で
、
靴
の
履
き
方
か
ら
ス

キ
ー
の
着
け
方
、
歩
き
方
や
転
び

方
な
ど
、
ス
キ
ー
に
慣
れ
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
三
年
生
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

韓
国
青
少
年
北
ソ
ウ
ル
連
盟
「
ズ
ン
サ
ン
小

学
校
訪
問
団
」
二
十
二
人
が
一
月
十
四
日
か
ら

四
日
間
の
日
程
で
、
ま
た
、
ソ
ウ
ル
市
内
の

小
・
中
・
高
校
の
校
長
な
ど
で
組
織
す
る
同
連

盟
の
「
教
育
旅
行
視
察
団
」
二
十
二
人
が
二
十

二
日
、
相
次

い
で
本
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪

問
は
、
県
観

光
課
に
よ

る
「
矢
島
ス

キ
ー
場
へ
の

韓
国
か
ら
の

誘
客
促
進
事

業
」
を
契
機

に
、
柳
田
市
長
が

韓
国
を
訪
問
し
て

交
流
を
深
め
る
な

ど
、
同
連
盟
へ
Ｐ

Ｒ
活
動
を
続
け
て

き
た
結
果
、
実
施

さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ズ
ン
サ
ン
小
訪
問
団
は
、
矢
島
ス
キ
ー
場
で

の
ス
キ
ー
教
室
を
中
心
に
、
矢
島
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
の
ゲ
ー
ム
や
も
ち
つ
き
な
ど
の
交

流
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
満
喫
。
ま
た
、
教
育
旅

行
視
察
団
の
一
行
は
、
市
内
各
種
施
設
を
視
察

し
た
ほ
か
由
利
小
学
校
を
訪
れ
、
今
後
の
指
導

の
参
考
に
し
よ
う
と
、
熱
心
に
写
真
撮
影
や
質

問
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　スキー教室では初級
クラス。とても楽しく
滑ることができました。
もちつきは、テレビな
どで見たことはありま
したがやるのは初めて。
きねが重くて、とても
疲れました。新緑の季
節や夏に、もう一度来
てみたいですね。

春、夏にもう１度来たいです

韓国ズンサン小訪問団
キム・チェランさん

（11歳）

　田沢湖や男鹿に行っ
たことはありますが、
冬のこの地方は初めて。
今回は赤田の大仏様、
新山神社の裸まいり、
酒蔵などを見学しまし
た。日本酒は正直苦手
ですが、また来てみた
いと思います。

冬の秋田を堪能しています

旅行会社のツアーで
「石脇蔵の市」を訪れた
荒井好江さん
（65歳・仙台市）

　

二
十
年
余
り
に
わ
た
る
体
育
指

導
委
員
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
佐
藤
眞
喜
雄
さ
ん
（
64
歳
・

一
番
堰
）
が
、
平
成
十
九
年
度
体

育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
（
全
国

表
彰
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
長
年
市
ス
ポ
ー

ツ
行
事
な
ど
の
企
画
・
運
営
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
県
体
育
指

導
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
も
歴

任
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
も
、
市
体
育
指
導
委
員
会
委
員

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「がんばって、上手になるゾ」

授業風景を熱心に視察
（教育旅行視察団）

もちつき初体験!「きねが重いなぁ」
　　　　　　　　　　（ズンサン小）

平成20年２月１日号 広報ゆりほんじょう

会場には次々と人が

　

市
交
通
指
導
隊
（
安
保
榮
和
隊
長
・

隊
員
五
十
八
人
）
の
観
閲
式
が
一
月
二

十
日
の
裸
ま
い
り
終
了
後
、
新
山
神
社

下
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
た
ち
は
、
式
に
先
が
け
て
新
山

神
社
に
お
参
り
し
、
市
民
へ
の
交
通
安

全
啓
発
や
街
頭
指
導
に
あ
た
る
際
の
、

今
年
一
年
の
安
全
を
祈
願
。
柳
田
市
長

か
ら
「
日
頃
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
事
故
の
な
い
よ
う
、
よ
り
一

層
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
」
と
激
励
の
言

葉
を
受
け
、
今
年
一
年
の
無
事
故
を
願

い
な
が
ら
、
交
通
安
全
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
第
四
十
三
回
本
荘
凧
あ
げ
大
会
」

が
一
月
二
十
日
、
友
水
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
も
、
県
内
外
か
ら
参
加

し
た
愛
好
家
や
親
子
連
れ
な
ど
約
二
百

人
が
凧
揚
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
風
が
あ
る
好
条
件
。
絵
柄

や
安
定
性
な
ど
を
審
査
対
象
と
す
る
表

彰
も
あ
り
、
手
作
り
の
和
凧
や
連
凧
の

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
な
ど
が
空
高

く
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
本
荘
凧
の
会
で
は
、「
三

学
期
が
始
ま
っ
た
た
め
か
、
例
年
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
少
な
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
し
、
郷
土

の
凧
に
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
次

回
の
参
加
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

新
山
神
社
裸
ま
い
り
や
石
脇
蔵
の
市
、

市
内
の
温
泉
施
設
な
ど
を
巡
る
「
市
内

観
光
施
設
巡
り
ツ
ア
ー
」
が
昨
年
に
引

き
続
き
行
わ
れ
、
各
地
域
か
ら
参
加
し

た
五
十
五
人
が
、
冬
の
由
利
本
荘
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
山
神
社
裸
ま
い
り
で

は
、
参
道
を
駆
け
上
が
る
男
衆
に
声
援

を
送
っ
た
り
、
境
内
か
ら
ま
か
れ
る
縁

起
物
の
も
ち
や
ミ
カ
ン
に
手
を
伸
ば
し

た
り
す
る
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
山
神
社
の
裸
ま
い
り
に
あ
わ
せ
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る　
「
石
脇
蔵
の

市
」
が
一
月
二
十
日
、
酒
造
会
社
の
倉

庫
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
蔵
の
市
を
観
光
コ
ー
ス

に
組
み
入
れ
た
市
内
観
光
施
設
巡
り
ツ

ア
ー
や
、
大
手
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
客

な
ど
も
訪
れ
、
日
本
酒
や
み
そ
・
し
ょ

う
ゆ
の
醸
造
元
で
味
見
を
し
た
り
、
仮

設
店
舗
で
地
場
産
品
を
買
い
求
め
る
人

た
ち
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

「こっちにもミカンちょうだーい!」
　　　　　　　　　（裸まいりで）

空のキャンバスで　
カラフルな凧が競演

整
列
し
た
隊
員
た
ち
の
間
を
観
閲
す
る
柳
田
市
長

県
立
大
生
も
「
絆
の
里
づ
く
り
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

裸
ま
い
り
に
挑
戦
!

き
ず
な
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▽
と
き　

２
月
17
日
㈰　

午
前
８
時
〜

▽
と
こ
ろ　

本
荘
体
育
館

▽
種
目
・
参
加
料　

○
一
般
男
子
・

　

女
子
（
中
学
生
以
上
）、
混
成
（
35

　

歳
以
上
の
男
子
と
中
学
生
以
上
の

　

女
子
で
常
時
２
人
以
上
の
女
子
が

　

プ
レ
ー
）　

２
千
円

　

○
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）　

千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
５
日
㈫
ま
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
課
（
☎
24
―
６
２
８
７
）

▽
と
き　

２
月
16
日
㈯　

午
後
２
時

　

〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

ポ
ン
パ
ル

▽
テ
ー
マ　

吉
田
東
伍
博
士
と
大
日

　

本
地
名
辞
書
に
つ
い
て
〜
本
荘
由

　

利
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
〜

▽
発
表
者　

仲
川
成
章
さ
ん

　

※

会
員
以
外
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
郷
土
資
料
館　

佐
藤
さ
ん

　

 

（
☎
24
―
３
５
７
０
）

▽
と
き　

３
月
23
日
㈰　

午
前
10
時

　

開
会
式

▽
と
こ
ろ　

水
林
競
技
場

▽
種
目　
【
２
㌔
】
小
学
生
男
子・

　

女
子
【
３
㌔
】
中
学
生
女
子 

【
４

　

㌔
】
中
学
生
男
子
、
高
校
生
男
子

　

・

女
子
、
一
般
男
子
（
49
歳
以
下
）、

　

一
般
女
子
（
年
齢
制
限
な
し
）、

　

壮
年
男
子
Ａ （
50
歳
代
）、
壮
年
男

　

子
Ｂ 

（
60
歳
以
上
）【
８
㌔
】
高

　

校
生
男
子
、
一
般
男
子

　

※

歩
こ
う
会
も
あ
り
ま
す
（
競
争

　
　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
料
）

▽
参
加
料　

小
・
中
学
生　

千
円
、

　

高
校
生
・
一
般　

２
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
20
日
㈬
ま
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
課
（
☎
24
―
６
２
８
７
）

▽
と
き　

３
月
15
日
㈯　

午
後
５
時
〜

▽
と
こ
ろ　

ゆ
り
の
里
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「
ゆ
り
え
も
ん
」

▽
内
容　

利
き
酒
大
会
、
抽
選
会

▽
前
売
り
券　

３
千
円
（
限
定
百
枚

　

・

ゆ
り
え
も
ん
入
湯
券
付
き
）

　

※

２
月
１
日
㈮
か
ら
由
利
地
域
の
各

　
　

酒
店
、
ゆ
り
え
も
ん
に
て
販
売
開
始
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ゆ
り
の
里
特
産

　

品
推
進
協
議
会
（
市
商
工
会
由
利

　

支
所
内
☎
53
―
３
３
１
４
）

①
と
き
・
内
容　

３
月
４
日
㈫
〜
５

　

日
㈬　

エ
ク
セ
ル
入
門

②
と
き
・
内
容　

３
月
11
日
㈫
〜
12

　

日
㈬　

エ
ク
セ
ル
役
立
つ
表
計
算

▽
講
習
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
４
時
（
２
日
間
と
も
）

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

各
コ
ー
ス
４
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
協
会
（
☎
23
―
５
５
０
２
）

▽
と
き　

２
月
20
日
㈬　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
３

　

階
学
習
ホ
ー
ル
（
市
役
所
隣
）

▽
内
容　

講
演
・
介
護
の
現
場
か
ら

▽
主
催　

市
、
市
消
費
者
の
会

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
生
活
環
境
課
（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き　

２
月
12
日
㈫　

午
後
１
時

　

〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

県
議
会
大
会
議
室

▽
内
容　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

　

ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
講
演
、
意

　

見
交
換
な
ど

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０
１
８

　

―
８
６
０
―
１
５
５
５
）

　

専
門
知
識
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
出
願
期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎

　

27
―
２
０
０
０
）、
秋
田
キ
ャ
ン

　

パ
ス
（
☎
０
１
８
―
８
７
２
―
１

　

５
３
４
）

▽
と
き　

２
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

　

22
日
は
午
後
１
時
〜
）

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ

　

ン
タ
ー
（
上
大
野
）

▽
受
講
資
格　

高
校
生
以
上
で
全
日

　

程
参
加
で
き
る
方
（
基
礎
講
習
修

　

了
者
は
２
日
目
か
ら
の
受
講
可
）

▽
講
習
内
容　

救
急
法
概
論
、
心
肺

　

蘇
生
法
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、急
病
、

　

け
が
の
手
当
、
搬
送
、
救
護
な
ど

▽
募
集
人
員　

30
人

▽
教
材
費　

３
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
20
日
㈬
ま
で
、
日
本
赤
十
字

　

社
秋
田
県
支
部
（
☎
０
１
８
―
８

　

６
４
―
２
７

　

３
１
）、
市

　

福
祉
支
援
課

　

 

（
☎
24
―
６

　

３
１
５
）

平成20年２月１日号 広報ゆりほんじょう

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要で、場所によっては予約制
　の所もあります。事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課
　へお問い合わせください。

実　施　場　所
ガルドドラック本荘店
佐藤病院
東由利総合支所
ＪＡ秋田しんせい本店
小林工業㈱
鳥海プラント㈱

市役所（本庁舎）

矢島総合支所
ＴＤＫ由利本荘㈱（矢島）

受付時間
10：00～ 11：30
14：30～ 16：00
14：30～ 16：00
10：00～ 11：30
13：00～ 15：00
15：30～ 16：30
10：00～ 12：00
13：00～ 16：30
10：00～ 12：00
14：30～ 16：00

備　　考

全血献血

全血献血

全血献血

成分献血

全血献血

日

１日㈮
13日㈬

22日㈮

27日㈬

29日㈮

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

日
３日㈰
10日㈰
11日㈪
17日㈰
24日㈰

医　師　名
作左部　　　昇
伊　藤　伸　一
作左部　　　貢
髙　橋　葉満子
菊　池　四　郎

実施場所

大内保健センター

矢島保健センター

岩城保健センター

西目保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
西目保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
大内保健センター

岩城保健センター

本荘保健センター
矢島保健センター

対象地域

大 内

矢島・鳥海

岩 城

西 目
本 荘
由利・東由利
西 目
本 荘
矢島・鳥海
本 荘
由利・東由利
本 荘
大 内

岩 城

本 荘
矢島・鳥海

実施日

６日㈬

７日㈭

８日㈮
13日㈬

19日㈫

20日㈬
21日㈭
25日㈪
26日㈫

27日㈬

28日㈭

事　業　名

４・７・10カ月児健診

２ 歳 児 歯 科 健 診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診

２ 歳 児 歯 科 健 診

３ 歳 児 健 診
１歳６カ月児健診
２ 歳 児 歯 科 健 診
４・７・10カ月児健診
４ カ 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

４・７・10カ月児健診

10　カ　月　児　健 診
４・７・10カ月児健診

対　　象　　者
平成19年９月７日～10月６日生まれ
平成19年６月７月～７月６日生まれ
平成19年３月７日～４月６日生まれ
平成17年８月・９月・10月・11月生まれ
平成18年５月16日～８月７日生まれ
平成16年５月・６月・７月生まれ
平成19年３月・６月・９月生まれ
平成18年７月生まれ
平成17年６月・７月・８月・９月生まれ
平成17年４月・５月・６月生まれ
平成16年８月生まれ
平成18年５月・６月・７月・８月生まれ
平成17年11月・12月生まれ
平成19年４月・７月・10月生まれ
平成19年10月生まれ
平成16年６月15日～９月27日生まれ
平成19年９月24日～10月27日生まれ
平成19年６月24日～７月27日生まれ
平成19年３月24日～４月27日生まれ
平成19年４月生まれ
平成19年４月・７月・10月生まれ

受付時間

13：00～ 13：20

12：45～ 13：00
12：30～ 12：45
13：15～ 13：30
12：30～ 12：50
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00
　9：00～　9：20
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：40～ 13：00

13：00～ 13：30

13：00～ 13：30
12：45～ 13：00

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
＊３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
＊本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診するようにしてください。
＊当日受診できない場合は、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

◆乳幼児健診
２ 月

会　　　場
本荘保健センター

対象地域
本 荘

日
26日㈫

対　　象　　者
平成19年４月～平成19年７月生まれ

受付時間
13：00～ 14：00

＊ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。６週間以上の間隔を置き、ワクチ
　ンを２回接種します。＊今回の対象年月を越えていても、まだ２回目を接種していない方は受けられます。
＊予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種してください。

◆ポリオの予防接種 ２ 月
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従
来
か
ら
一
般
車
両
の
通
行
を
制

限
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
隣
の
方
々

か
ら
「
危
険
」「
怖
い
」
と
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
２
月
10
日
㈰
か
ら
車
止

め
を
設
置
し
、
通
行
禁
止
と
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋

　

田
河
川
国
道
事
務
所
子
吉
川
出
張

　

所
（
☎
22
―
６
３
６
０
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
所

有
権
を
移
転
さ
れ
た
方
や
車
両
を
廃

棄
さ
れ
た
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

車
種
に
よ
っ
て
届
出
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
不
明
な
点
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課
（
☎

　

24
―
６
３
０
３
）、
各
総
合
支
所

　

振
興
課
税
務
班

　

県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
、
掛
金
な
ど
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
加
入
す
る
方
で
、

改
正
前
の
現
行
掛
金
が
適
用
さ
れ
る

た
め
の
特
例
措
置
（
２
月
中
の
申
請
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
支
援
課
福

　

祉
班
（
☎
24
―
６
３
１
４
）、
県
由

　

利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部 

調
整

　

・

障
害
者
班
（
☎
22
―
５
４
３
３
）

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ 

（
ナ
ス
バ
）
自
動
車

事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

被
害
者
の
方
へ
の
「
交
通
遺
児
育
成

資
金
」
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
利

子
貸
付
、
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障

害
者
の
方
へ
の
「
介
護
料
」
の
支
給

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
自
損
・
他
損

事
故
を
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
秋
田
支
所

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
５
８
７
５
）

※

交
通
事
故
被
害
者
と
そ
の
家
族
な

　

ど
を
対
象
と
し
た
電
話
に
よ
る
総

　

合
相
談
窓
口
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交

　

通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
開
設
時
間　

土
・
日
曜
、
祝
日
を

　

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
☎

　

０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８
）

　

年
度
末
の
自
動
車
検
査
・
登
録
窓

口
は
自
動
車
税
課
税
基
準
日
（
４
月

１
日
）
前
の
名
義
変
更
、
抹
消
登
録

な
ど
駆
け
込
み
申
請
の
方
々
で
大
変

混
み
合
い
ま
す
。
諸
手
続
を
ご
予
定

の
方
は
、
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３

月
上
旬
こ
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
運
輸
局
秋

　

田
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０
―
５
５

　

４
０
―
２
０
１
２
）

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

秋
田
県
の
た
ば
こ
自
動
販
売
機
は
、
二
〇
〇
八
年
五

月
ま
で
に
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
に
変
わ
り

ま
す
。
こ
の
自
販
機
で
た
ば
こ
を
購
入
す
る
際
に
は
、

成
人
に
の
み
発
行
す
る
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド　
「
ｔ
ａ

ｓ
ｐ
ｏ（
タ
ス
ポ
）」が
必
要
に
な
り
ま
す
。本
県
で
は
、

二
〇
〇
八
年
二
月
か
ら
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
受
け
付

け
を
開
始
し
、
同
年
五
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
発
行
手
数
料
、
年
会

費
は
無
料
で
す
。
申
込
書
は
た
ば

こ
販
売
店
店
頭
な
ど
で
入
手
で
き

ま
す
。

▷共済期間　４月１日～ 21年３月31日
▷加入できる方　本市に在住し住民登録している方
　　　　　　　　 （外国人登録者を含む）
▷共済内容

※ 「交通災害」、「不慮の災害」ともに、入院の最低保
　証は15,000円、最高限度は20万円となっています。
 【奨学援護金もあります】…交通災害・不慮の災害
　　の遺児に対し、高校卒業まで一人につき、月額
　　5,000円
▷加入受付場所　市生活環境課、各総合支所市民課、
　　出張所、南内越公民館、秋田銀行・北都銀行の
　　県内全店舗
※詳細は受付場所へ備え付けの加入申込書をご覧ください。

　

本
市
か
ら
専
用
バ
ス
で
空
港
直
結
、

添
乗
員
も
本
市
か
ら
同
行
し
安
心
で

お
得
な
旅
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
旅
行
期
間　

３
月
17
日
㈪
〜
20
日

　

㈭　

大
韓
航
空
利
用　

本
市
発
着

　

香
港
４
日
間

▽
旅
行
代
金　
11
万
５
千
円
（
２
名
１
室
利
用
）

▽
申
し
込
み・

問
い
合
わ
せ
先

　

 

【
旅
行
企
画
・
実
施
】
㈱
羽
後
交

　

通
観
光
本
荘
営
業
所
（
☎
22
―
３

　

１
２
２
）

※

こ
の
ツ
ア
ー
は
由
利
地
域
国
際
定

　

期
便
利
用
促
進
協
議
会
（
事
務
局

　

・

県
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画

　

課
）
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
県
の
施
策

に
対
す
る
意
見
を
県
政
推
進
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

100
人

※

応
募
資
格
や
方
法
な
ど
、
詳
し
い

　

内
容
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い（
３
月
３
日
㈪
締
め
切
り
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
知
事
公
室
情

　

報
公
開
セ
ン
タ
ー
調
整
・
広
聴
班

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
０
７
１
）

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き　

２
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

２
月
13
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
第
６
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談

▽
と
き　

毎
日
、
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

２
月
14
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
２
号
室

■
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き　

２
月
18
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
２
号
室

▽
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈬　

午
前

　

８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

※

右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　

合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談
室
の

　

職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
）

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
相
談
内
容　

金
銭
、
土
地
建
物
、

　

交
通
事
故
、
家
庭
の
問
題
な
ど

▽
と
き　

２
月
15
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
簡
易
裁
判
所
２
階

　

調
停
相
談
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会

　

事
務
局
（
本
荘
簡
易
裁
判
所
内
☎

　

22
―
３
９
１
６
）

　

２
月
の
木
曜
日
は
窓
口
を
午
後
７

時
ま
で
延
長
し
、
市
税
の
納
付
と
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
設
場
所　

市
収
納
課
窓
口（
本
庁
）

▽
開
設
日
時　

２
月
７
、
14
、
21
、

　

28
日
の
木
曜
日
、
午
後
７
時
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（
☎

　

24
―
６
２
５
６
）

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
相
談
内
容　
不
動
産
・
会
社
・
法
人

　
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

▽
と
き　

２
月
20
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
定
員　

先
着
８
組

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士
会

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

　

姉
妹
（
戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
有

　

し
て
い
な
か
っ
た
方
な
ど
は
除
く
）

４　

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

　

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５　

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

　

内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

　

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

　

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
）

▽
請
求
期
限　

３
月
31
日
㈪

▽
給
付
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年

　

償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
１

　

５
）、
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
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▽
物
品
名　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
３
台

▽
最
低
売
却
価
額　

１
台　

２
万
円

▽
説
明
会　
【
と
き
】
２
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
【
場
所
】
市
役
所
５
階

　

第
６
会
議
室

▽
入
札
日　
【
と
き
】
２
月
14
日
㈭

　

午
前
10
時
【
場
所
】
市
役
所
５
階

　

第
６
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
管
財
課
（
☎

　

24
―
６
２
６
２
）

〜
由
利
本
荘
警
察
署
よ
り
〜

　

県
内
に
お
い
て
、
昨
年
秋
ご
ろ
か
ら

灯
油
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
相
次
い
で
お

り
、
今
後
も
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
灯
油
の
管
理
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

【
対
策
の
一
例
】

①
屋
外
に
管
理
し
て
い
る
ホ
ー
ム
タ

　

ン
ク
の
対
策

・

タ
ン
ク
給
油
口
に
盗
難
防
止
の 

「
キ
ー

　
付
き
キ
ャ
ッ
プ
」
の
取
り
付
け

・

家
族
で
こ
ま
め
に
確
認
す
る

②
ポ
リ
容
器
の
対
策

・

屋
内
や
小
屋
な
ど
に
施
錠
し
て
保

　

管
す
る

・

ポ
リ
容
器
に
名
前
を
記
入
す
る

い
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■２月の健康相談
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
　　その他
時間　午前９時30分～ 11時30分

■「湯ったりほのぼの教室」へ
　お気軽においでください
日時　２月20日㈬　午前９時～
場所　鶴舞温泉中広間　※参加無料
内容　健康相談（午前９時～11時30
　　分）、講話「口腔ケアの大切さ」
　　（午前10時～11時）
問い合わせ先　健康管理課

（☎22－1834）
■フィットネスジム登録講習会
日時　２月９日㈯　午後２時、21日㈭
　　午後６時30分
場所　アクアパル
定員　先着25人
年会費　一般3,150円、学生1,575円

（ともに税込み）
※お申し込みは事前に電話などでア
　クアパル（☎22－5611）へ。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　２月10日㈰　午前９時～正午
場所　アクアパル（屋内15区画・１
　　区画＝約１坪）
出店料　無料
内容　不用になった日用雑貨・衣類
　　・書籍など
申し込み先　アクアパル
■環境保全講座「森林と地球温暖化」
　地球温暖化のメカニズムとその影
響や、温暖化の原因であるＣＯ２を吸
収する森林の働きなどについて紹介
します。ぜひ、ご参加ください。
日時　２月16日㈯　午前10時～11時
　　30分
場所　本荘文化会館（地階会議室）
申し込み・問い合わせ先
　　本荘公民館（☎22－0900）

■公共施設休館日（２月上旬）
□青少年ホーム　日曜・祝日の午後
　　５時以降
　問い合わせ先　生涯学習課

（☎56－2203）
□寿康苑　３日㈰、11日㈪

（☎56－2940）

□矢島郷土文化保存伝習施設
　／臨時休館のお知らせ
　１月15日㈫～２月８日㈮
　展示替えのため、臨時休館いたし
ます。２月９日㈯から第２回合同企
画展「由利本荘ひな街道」展が始ま
ります。お楽しみに！
■保健師による健康相談
日時　２月12日㈫　午前９時30分～
　　11時　※新荘、坂之下方面の送
　　迎の日です。
場所　寿康苑大広間

■「健康講演会」開催します！
日時　２月18日㈪　午前10時～11時
　　30分
場所　西目公民館シーガル 
内容  テーマ「笑いと健康」 
　　～講話とからだほぐしのストレッ
　　チ体操～　講師　中高老年期運
　　動指導士　坂本裕子さん
問い合わせ先　西目保健センター

（☎33－3983）
■親子のスキンシップ教室 
日時　２月20日㈬　午前10時～ 
場所　西目保健センター 
対象　生後２カ月児からの親子 
持ち物　バスタオル 
問い合わせ先　西目保健センター
■かしわ温泉健康相談　 
日時　２月28日㈭　午前10時～　 
問い合わせ先　西目保健センター
■生涯学習体験講座「ポーセラーツ」
　参加者を募集 
　陶磁器に転写紙などを使ってオリ
ジナルの作品をつくります。 
日時　２月９日㈯　午前９時30分～
　　11時30分
場所　西目公民館シーガル 
講師　斎藤光子さん（由利本荘市）
参加費　材料代1,800円～ 2,300円
　　（転写材料により異なります）
定員　10人（先着順） 
申し込み・問い合わせ先

西目公民館（☎33－2315）

◎本荘図書館　☎22－4900
○２月のおはなし会
　とき…２月９日㈯　午後２時～
　ところ…本荘図書館
　内容…絵本の読みきかせ、ほか
○２月の展示
　・生活とお金の関係（一般）
　・つちだのぶこの挿絵（児童）
◇お母さん読書会共催読書会「鼻」
　講師：鈴木タキさん
　とき：２月13日㈬
　ところ：青少年ホーム

◎岩城図書館　☎73－3673
○お話し会「星のひとみ」
　とき…２月15日㈮　午後３時30分
　ところ…岩城図書館　
○２月の展示
　・作家「澤田ふじ子」特集
　・税を知る本　特集
　・語り継がれる民話・昔話特集

◎由利図書館　☎53－2121
○２月の読みきかせ会
　とき…２月16日㈯
　　午後２時～３時
　ところ…由利図書館幼児室　
　内容…絵本・紙芝居の読みきか
　　せ・手作りひな人形
○２月の展示
　・「宮部みゆき特集」（一般図書）
　・「家族で読むおススメ本」

（児童図書）

◎２月の図書館休館日
○本荘図書館　11日㈪～ 17日㈰、
　　　　　　　29日㈮
○岩城図書館　４日㈪、11日㈪、
　　　　　　　12日㈫、18日㈪
○由利図書館　11日㈪

日・曜日
12日㈫
14日㈭
21日㈭
25日㈪

29日㈮

場　　　所
北内越公民館
石沢生活改善センター
小友公民館
南内越公民館
松ヶ崎基幹集落センター
子吉公民館

岩城図書館臨時休館のお知らせ
　蔵書点検作業のため、２月26日㈫～
28日㈭、３日間休館します。
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四
月
一
日
か
ら
、
市
が
定
め
る

保
育
料
を
別
表
の
と
お
り
改
定
し

ま
す
。

　

こ
の
改
定
に
合
わ
せ
、
市
で
は

合
併
後
、
一
部
地
域
に
お
い
て
適

用
し
て
い
た
保
育
料
の
激
変
緩
和

措
置
を
廃
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
負
担
の
公
平
性

を
図
る
た
め
、
第
４
〜
第
７
の
階

層
を
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、
平

成
十
九
年
以
降
の
定
率
減
税
の
廃

止
お
よ
び
所
得
税
の
税
源
移
譲
に

伴
い
、
世
帯
階
層
区
分
の
所
得
税

の
額
を
改
正
し
ま
す
。

　

保
護
者
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課

（
☎
24
―
６
３
２
０
）、

　

矢
島
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
55
―
４
９
６
０
）、

　

岩
城
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
73
―
３
１
７
５
）、

　

由
利
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
53
―
４
１
２
６
）、

　

大
内
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
65
―
２
８
０
６
）、

　

東
由
利
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
69
―
２
１
１
８
）、

　

西
目
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
33
―
４
６
２
０
）、

　

鳥
海
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
57
―
３
５
０
１
）

　

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
が
対
象
で
す
。

▽
対　

象　

新
山
・
鶴
舞
・
尾
崎
・
子
吉
・
小

　

友
・
石
沢
小
学
校
の
児
童（
主
に
低
学
年
生
）

▽
実
施
日　

平
日
の
授
業
終
了
後
、
土
曜
日
、

　

夏
冬
春
の
学
校
休
業
期
間

▽
利
用
料　

学
校
の
授
業
日　

二
百
円
、

　
　
　
　
　

学
校
の
休
業
日　

五
百
円

▽
申
し
込
み　

保
育
園
在
園
児
↓
各
園
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
各
園
に
提
出
／
幼

　

稚
園
在
園
児
↓
各
園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

　

入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
か
市
子
育
て
支
援

　

課
へ
提
出
／
在
宅
児
↓
市
子
育
て
支
援
課
に

　

あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ

　

ブ
か
市
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
／
小
学
生
↓

　

新
規
・
継
続
と
も
、
指
定
の
ク
ラ
ブ
へ
提
出

▽
締
め
切
り　

２
月
22
日
㈮

▽
説
明
会　

３
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
か

　

ら
各
ク
ラ
ブ
で

▽
受
け
入
れ
対
象
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
／
新
山
小
児
童
対
象
（
石

　

脇
北
保
育
園
隣
り
☎
24
―
１
３
４
５
※
午
後

　

の
み
）、
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
／
鶴
舞
小

　

児
童
対
象
（
鶴
舞
小
学
校
内
☎
28
―
５
６
２

　

５
※
午
後
の
み
）、
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
／
尾

　

崎
小
児
童
対
象
（
尾
崎
小
裏
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

　

ス
内
☎
28
―
５
５
７
０
※
午
後
の
み
）、
子

　

吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
子
吉
小
児
童
対
象

　
（
子
吉
小
学
校
内
☎
23
―
０
１
９
１
※
午
後

　

の
み
）、
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
／
小
友
小
児
童

　

対
象
（
小
友
小
学
校
内
☎
22
―
３
５
３
２
）、
石

　

沢
学
童
ク
ラ
ブ
／
石
沢
小
児
童
対
象
（
石
沢
保

　

育
園
内
☎
29
―
２
１
０
４
）、
市
子
育
て
支
援

　

課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

　
　

※
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所

　
　
　

ま
た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
お
問

　
　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
目
保
育
園
の
豆
ま
き
で

　
　
　
　
　

 （
去
年
二
月
）

（　）は母子・障害者世帯など
※なお、同一世帯から２人以上の児童が、入所している場合、２人目は２分の１、
　３人目以降は10分の１となります。
　そのほか、所得に応じ、すこやか子育て支援事業による軽減制度があります。

改正後（４月１日以降）
３歳以上３歳未満定　　　義階層区分

入所児童の属する
世 帯 階 層 区 分

保　　　育　　　料
現　　　行

３歳未満 ３歳以上
0　

（　 0）
3,000　
（5,000）
6,000　

10,000　

14,000　

20,000　

　26,000　

0　
（　 0）
4,000　
（6,000）
7,000　

11,000　

　
16,000　

22,000　

　30,000　

生活保護世帯

市 町 村 民 税
非 課 税 世 帯

市 町 村 民 税
課　税　世　帯

第１　　

第２　　

第３　　

第４－１

第４－２

第５－１

第５－２

第６－１

第６－２

第７－１

第７－２

20,000円未満
20,000円以上
40,000円未満
40,000円以上
51,000円未満
51,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
206,000円未満
206,000円以上
413,000円未満
413,000円以上
600,000円未満
600,000円以上

　　　0　
（ 　0）
4,000　
（6,000）
7,000　
11,000　

　
13,000　

　
16,000　

　
19,000　

　
22,000　

25,000　

30,000　

35,000　

　　　0　
（　　0）
3,000　
（5,000）
6,000　
10,000　

　
12,000　

　14,000　

　17,000　

20,000　

　23,000　
　

26,000　

28,000　

市
町
村
民
税

所　

得　

税
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大
井
家
（
矢
島
）
の
お
ひ
な
さ
ま

を
公
開
し
ま
す

　

国
登
録
有
形
文
化
財
の
主
屋
で
、

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
お
ひ
な
さ
ま

を
70
年
ぶ
り
に
展
示
・
公
開
。

公
開
日
／
３
月
１
日
〜
４
月
20
日
の

　

毎
週
水
・
木
曜
日
お
よ
び
３
月
１

　

日
㈯
〜
３
日
㈪
、
９
日
㈰
、
18
日

　

市
内
の
資
料
館
な
ど
文
化
施
設
五

館
の
合
同
企
画
展
「
由
利
本
荘
ひ
な

街
道
」
を
二
月
九
日
㈯
か
ら
四
月
二

十
日
㈰
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
「
ひ
な
街
道
」
は
、
県
由

利
地
域
振
興
局
の
協
力
も
得
て
、
イ

ベ
ン
ト
と
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
！

情
報
満
載
の
「
ゆ
り
の
ひ
な
め
ぐ
り

マ
ッ
プ
」
は
、
開
催
施
設
や
道
の
駅

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

　

今
年
も
各
地
域
に
伝
わ
る
お
ひ
な

さ
ま
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

㈫
〜
21
日
㈮
、
23
日
㈰

時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
先
／
矢
島
教
育
事
務
所

　

生
涯
学
習
課（
☎
56―

２
２
０
３
）

※

大
井
家
に
は
、
矢
島
福
祉
会
館
を

　

目
印
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
個
人

　

宅
で
す
の
で
、
見
学
の
マ
ナ
ー
を

　

お
守
り
く
だ
さ
い
。

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す ―

ひ
な
菓
子
作
り
体
験 ※

（
講
師
）

上
生
菓
子
作
り
（
勇
助
堂
さ
ん
）

　

３
月
２
日
㈰
、
３
月
23
日
㈰　

午

　

後
１
時
〜
３
時
、
本
荘
郷
土
資
料
館

松
皮
餅
・
い
ら
こ
付
き
丸
餅
作
り

 

（
や
さ
い
王
国
・
佐
藤
く
み
さ
ん
）

　

３
月
２
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時
、

　

日
新
館
（
矢
島
）

上
生
菓
子
作
り（
原
田
栄
泉
堂
さ
ん
）

　

３
月
23
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時
、

　

日
新
館
（
矢
島
）

参
加
料
／
１
人
500
円

定
員
／
先
着
20
人

申
し
込
み
／
県
由
利
地
域
振
興
局
地

　

域
企
画
課
（
☎
22―

５
４
３
２
）

・

総
合
体
育
館
休
館
日

・

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会　

14
時
〜
15
時
30
分
ア

・

由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
賞
式　

10
時
〜
12
時
ア

・

本
荘
由
利
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
一
般
の
部
）
８
時
〜
20
時

・

第
５
回
伊
藤
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会　

13
時
30
分
〜

・

新
山
小
学
校
第
６
回
松
ぼ
っ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
文

ア

総

・

本
荘
由
利
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
小
中
学
生
の
部
）

　

８
時
〜
20
時

・

平
成
20
年
由
利
本
荘
市
入
学
お
め
で
と
う
大
会

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
文

総

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　

18
時
30
分
〜
20
時　

登
録
料
あ
り

・

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
場
所
／
文
化
会
館
地
下

　

会
議
室
）
10
時
〜
12
時

ア

公

　

３
月
18
日
㈫
か
ら
４
日
間
、
各
地

域
を
出
発
す
る
10
コ
ー
ス
で
、
ひ
な

街
道
開
催
５
館
と
矢
島
・
大
井
家
を

巡
り
ま
す
。
詳
細
は
次
号
で
！

・

秋
田
県
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

８
時
〜
21
時
（
〜
17
日
）

・

映
画
上
映
「
た
ま
ご
っ
ち
」 

10
時
10
分
〜
11
時
35
分

　

 

「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

続
・
三
丁
目
の
夕
日
」 

①
11
時
45
分
〜
14

　

時
10
分
②
14
時
30
分
〜
16
時
55
分　

入
場
料
あ
り

・

環
境
保
全
講
座
「
森
林
と
地
球
温
暖
化
」（
場
所
／
文
化
会
館

　

地
下
会
議
室
）
10
時
〜
11
時
30
分

・

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
役
職
員
大
会　

９
時
〜
13
時

ア
総

公

文

も
ち

も
ち

大
内
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
２
０
０
８

会
場
／
「
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
」
９
時
〜

内
容
／
体
験
型
ミ
ニ
か
ま
く
ら
、
岩

　

谷
児
童
館
ウ
イ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
、
国
盗
り
雪
合
戦
、
超
神
ネ
イ

　

ガ
ー
シ
ョ
ー
、
打
ち
上
げ
花
火
な

　

ど
。
屋
台
も
並
び
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
大
内
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
実
行
委
員

会
（
大
内
総
合
支

所
内
・
松
永
☎
65

―

２
２
１
１
）

や
し
ま
冬
ま
つ
り

会
場
／
矢
島
駅
周
辺　

10
時
〜

内
容
／
雪
中
み
か
ん
探
し
大
会
、
箱

　

そ
り
体
験
な
ど
。
地
元
特
産
品
の

　

売
店
も
あ
り
ま
す
。
希
望
者
に
は
、

　

矢
島
見
ど
こ
ろ
案
内
人
の
方
々
が

　

無
料
案
内
も
し
て
く
れ
ま
す
。

同
日
開
催　

◇
酒
蔵
開
放

　

天
寿
酒
造
と
佐
藤
酒
造
（
出
羽
の

　

冨
士
）
の
酒
蔵
を
開
放
。
見
学
や

　

試
飲
も
で
き
ま
す
。

■
由
利
高
原
鉄
道
無
料
列
車

第
21
回
天
鷺
冬
ま
つ
り

会
場
／
天
鷺
村　

９
時
30
分
〜

内
容
／
民
謡
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
、
む
か
し
な
つ
か
し
屋
台
、

　

親
子
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
竹
と
ん
ぼ

　

作
り
、
箱
そ
り
、
竹
ス
キ
ー
）、
な

　

ま
は
げ
実
演
な
ど
。
つ
き
た
て
も

　

ち
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
９
時
30
分
〜
、

　

先
着
50
人
）
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
天
鷺
村
（
☎
74―

　

２
５
２
５
）

鳥
海
高
原
南
由
利
原
雪
ま
つ
り

会
場
／
南
由
利
原
高
原
青
少
年
旅
行

　

村　

10
時
〜

内
容
／
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
満
載
！
つ

　

き
た
て
も
ち
や
甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス

　

も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
由
利
総
合
支
所
産

　

業
課
（
☎
53
―
２
１
１
４
）、
南

　

由
利
原
高
原
青
少
年
旅
行
村
（
☎

　

53―

２
１
２
６
）

ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
２
０
０
８

①
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
８

会
場
／
道
の
駅
東
由
利　

10
時
〜

内
容
／
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
同
乗
体
験
、

　

雪
上
ゲ
ー
ム
、
も
ち
つ
き
大
会
、

　

大
抽
選
会
な
ど
の
ほ
か
、
そ
ば
打

　

ち
体
験
、
刺
し
子
教
室
（
と
も
に

　

前
日
ま
で
に
申
し
込
み
必
要
）、

　

雪
上
花
火
大
会
な
ど
。

参
加
者
募
集
／
そ
ば
打
ち
体
験
（
10

　

時
〜
正
午
、
先
着
８
組
、
参
加
料

　

千
円
）、
刺
し
子
教
室
（
13
時
〜

　

16
時
、
先
着
15
人
、
参
加
料
300
円
、

　

用
意
す
る
も
の…

裁
縫
用
具
一
式
、

　

も
の
さ
し
）

②
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会

会
場
／
東
由
利
野
球
場　

９
時
〜

内
容
／
特
別
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
る
第

　

16
回
雪
上
野
球
大
会
。

参
加
者
募
集
／
職
場
で
、
学
校
で
、

　

有
志
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

女
性
、
小
・
中
学
生
も
大
歓
迎
！

　

 

（
参
加
料
１
チ
ー
ム
５
千
円
）

①・

②
に
関
す
る
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
東
由
利
支

　

部
（
東
由
利
総
合
支
所
産
業
課
内

　

☎
69―

２
１
１
６
）

※

ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
は

　

こ
の
後
も
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。

平成20年２月１日号 広報ゆりほんじょう

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文 ア 総公

２
月
29
日
㈮
は
固
定
資
産
税
④
、
国
保
税
⑧
の
納
期
限
で
す
。

ア

総

・

由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
４
種
ス
ポ
少
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　

８
時
〜
21
時
（
〜
10
日　

８
時
〜
17
時
）

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　

14
時
〜
15
時
30
分　

登
録
料
あ
り

ア

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

　

９
時
〜
12
時　

無
料

総

建
国
記
念
の
日

・

由
利
本
荘
市
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

８
時
〜
17
時

・

総
合
体
育
館
休
館
日

ア

・

由
利
本
荘
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会

　

14
時
〜
16
時

・

総
合
体
育
館
一
般
開
放
日　

９
時
〜
21
時

ア

・

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
」
14
時
〜
15
時
30
分

ア

総

・

本
荘
由
利
中
学
校
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

２
年
生
の
部

　

８
時
〜
17
時

・

鶴
舞
小
学
校
器
楽
部
は
ば
た
き
コ
ン
サ
ー
ト

　

14
時
〜
15
時
30
分

羽後本荘
駅　　発

矢　島
駅　発

10：50
11：52

14：55
15：50

問
い
合
わ
せ
先
／

問
い
合
わ
せ
先
／
や
し
ま
冬

や
し
ま
冬

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
矢
島
総
合
支
所
産
業

　

局
（
矢
島
総
合
支
所
産
業

　

課
内

　

課
内
☎
55―

４
９
５
３
）

４
９
５
３
）

問
い
合
わ
せ
先
／
や
し
ま
冬

　

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
矢
島
総
合
支
所
産
業

　

課
内
☎
55―

４
９
５
３
）

と
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　市長が直接市政を語り市民
の声を聞く「市長とまちづく
りを語る会」が今年度も各地
域で順次開催しています。
　２月上・中旬の開催地域は
次の通りです。お気軽にご参
加ください。
■２月14日㈭は岩城地域で
　行います。
　時間　午後２時～
　場所　岩城会館
■２月18日㈪は由利地域で
　行います。
　時間　午後２時～
　場所　善隣館

　競技経験のない方でも取得
できます。
▷とき…２月24日㈰　午後１
　　時30分～　
▷ところ…アクアパルセミナー室
▷申し込み・お問い合わせ…
　　本荘由利陸上競技協会・石
　　川さん（子吉出張所内☎22
　　－0425、FAX27－1008）

▷とき…４月～12月の毎月10
　　日　午前10時～午後３時
　　（２講座）
※開講式は４月10日㈭　午前10時～
▷ところ…西目公民館「シーガル」
▷講師…県内の大学教授や講
　　師、有識者、著名人など
▷科目…社会、政治、経済、
　　教育、文化、歴史、健康、
　　福祉、環境など
▷対象…50歳以上の人
▷受講料…年3,000円
▷申し込み・お問い合わせ…
　　２月15日㈮まで、新しく
　　受講される方は西目公
　　民館（☎33－2315）、在校
　　生は各地区理事まで

▷とき…２月16日㈯　午後０
　　時30分開場、１時開演（３
　　時30分終演予定）
▷ところ…西目公民館「シーガル」
▷上演校（予定）…仁賀保高
　　校・本荘高校・由利高校
▷入場料…無料
▷お問い合わせ…事務局（本
　　荘高校内）齊藤さん（☎
　　22－0832）

  ゆう　　と

  はる　　と

　　　  きょう

　　　  はるか

  かい　  せい

　　　　れん

　ち　　  か

　ひ　　  な

　ね　　  ね

  こう　　た

　ゆ　　  な

  ゆず　　き

　ま　　こと

　こ   た  ろう

〈１月１日～15日受け付け分〉

佐　藤　優　翔ちゃん（恭生さん）西梵天
大　井　ひみかちゃん（弘志さん）薬師堂
渡　部　遥　斗ちゃん（祐司さん）中竪町
三　浦　　　叶ちゃん（　卓　さん）石脇
柴　田　　　遥ちゃん（広友さん）石脇
須　田　こころちゃん（大志さん）大鍬町
梶　原　快　星ちゃん（次夫さん）一番堰
尾留川　　　蓮ちゃん（　晃　さん）大鍬町
佐　藤　智　華ちゃん（伸亮さん）矢島町矢島町
吉　尾　柊　音ちゃん（祐一さん）岩城内道川
川　村　寧　々ちゃん（康彦さん）岩谷町
伊　藤　輝　太ちゃん（一徳さん）小栗山
齋　藤　由　奈ちゃん（喜紀さん）西目町西目
今　野　柚　妃ちゃん（吉宏さん）西目町沼田
佐々木　麻　琴ちゃん（友和さん）西目町海士剥
佐々木　琥太郎ちゃん（直人さん）西目町沼田

おくやみ申し上げます
〈１月１日～ 15日受け付け分〉

■ママたちでつくる育児サークル
　「親子リズム」体験会 
▷とき…２月７日㈭、14日㈭、21日㈭、
　　28日㈭　いずれも午前10時30分～正午
▷ところ…東梵天コミュニティセンター
▷内容…リズム体操、手遊び、絵本など
▷持ち物…タオル、飲み物、お皿
▷対象…０歳から就園前の子どもと保護者
※月会費1,000円ですが体験会は無料です。
▷お問い合わせ…近藤さん（☎24－2767）
■第22回本荘由利クラブ対抗卓球大会
▷とき…２月23日㈯～ 24日㈰　午前９時～
▷ところ…市総合体育館
▷種目…【小中の部】中学２年以下、男
　　女別…23日【一般の部】中学３年以
　　上…24日
▷参加料…小中の部…１チーム2,000円、
　　一般の部…１チーム3,000円
▷申し込み先…２月８日㈮まで、〒015
　　－0817　中町10　㈱本間印刷所内　本
　　荘由利卓球協会
▷お問い合わせ…篠田さん

（☎090－8615－4453）

瑞宝単光章
消防功労　故　渡邊善次郎さん
（西小人町・平成19年10月30日逝去・87歳）
　渡邊さんは昭和14年本荘町警防団に
入団され、昭和62年から本荘市消防副
団長を務められ、43年の長きにわたり
地域の消防防災活動に尽力されました。
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平成20年２月１日号 広報ゆりほんじょう

■第４回由利本荘市社会人フットサル大会
　チーム編成は企業・サークルなど自由と
なっておりますのでご参加ください。
▷とき…３月１日㈯・２日㈰
▷ところ…市総合体育館（大内）
▷参加資格…平成19年４月１日で18歳以上
　　 （高校生は不可）
※帯同審判を必ず２人帯同のこと｡
▷申し込み締め切り…２月15日㈮
▷参加料…3,000円（市社会人リーグ参加チー
　　ムは免除）　※抽選会にて集金します。
▷申し込み・お問い合わせ…市サッカー協
　　会事務局　木内さん（☎0184－53－21
　　21（職場）・FAX0184－53－2952・
　　E-mail　yurihonjo_fa＠yahoo.co.jp）
■美味しい水を楽しむ会（楽水会）開催
▷とき…２月20日㈬  午前９時45分～11時45分
▷ところ…市勤労青少年ホーム
▷対象…会員および水に興味関心のある方
▷内容…１）美味しい水について、２）水
　　と生活に関しての語らい、３）水と健
　　康について、４）これからの活動計画 
　　ほか
▷お問い合わせ…事務局伊藤さん（☎23－
　　1768）

■ニイハオから始めます！～初級中国語～
　受講生募集（平成20年４月スタート）
▷とき…毎月第１土曜日（月１回）  午後６
　　時～８時（第３土曜日は中級クラス）
▷ところ…市勤労青少年ホーム
▷指導…馬  老師
▷受講料…１回につき1,000円（テキスト１冊別途）
▷申し込み・お問い合わせ…ファックスまた
　　はハガキで、 〒015－0051　川口字高花158
　　－5　本荘中国語教室（ＦＡＸ24－2832）
■ピアノなかよしクラブ前期会員募集！
▷とき…毎月第１・第３日曜日  午前11時～
▷ところ…伊藤宅（石脇字田尻野）
▷対象…年少から
▷申し込み・お問い合わせ…伊藤さん（☎
　　23－1768）
■ 「ゆり養ショップ」へおいでください
▷とき…２月16日㈯～ 17日㈰  午前10時30
　　分～午後３時（17日は２時まで）
▷ところ…ジョイフルシティ本荘店１階レ
　　ストラン街通路
▷内容…①児童生徒の作品展示・学校紹介②作
　　業製品の販売など（陶芸、木工、紙工、
　　スタンド、飾りマット、ビーズ製品 ほか）
▷お問い合わせ…ゆり養護学校小林さん
　　 （☎27－2631）
■キッチンスペシャリスト・森田博子
　さんのキッチン講座♪
▷とき…２月９日㈯  午前９時30分～ 11時50分
▷ところ…アクアパル２階セミナー室
▷内容…使いやすいキッチンのポイントなど。
▷会費…600円（コーヒー・ケーキ付き）
▷申し込み・お問い合わせ…６日㈬まで愛
　　和商事　渡辺さん（☎22－7557）
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※３月１日号に掲載希望の原稿は２月15日㈮
　が締め切りです。（一部抜粋して掲載する
　場合があります）

　由利本荘に住む
人々が “ふるさとの
山”として思いをよせ、
生活と切っても切れ
ないほど密接な鳥海
山。鳥海山に何らか
の形でかかわりを持
つ人たちが集結した
「鳥海山の会」が誕
生し１月17日、市内
のホテルで設立総会
が開かれました。
  役員選出では会長
に本荘山の会会長の
荘司昭夫さんを互選。
今後の会の活動とし
て、鳥海山を愛し恩
恵に浴する各分野か
ら参加した会員たち
が「私の鳥海山」と
題した発表会を行う
ほか、鳥海山の成り
立ち、史跡、植物な
どを学ぶ講演会の開
催などを決めました。

　鈴木善太郎さん（明
治41年１月14日生まれ、
上笹子）と阿部テツヱ
さん（明治41年１月22
日生まれ、東由利蔵）に、
市から賀詞と長寿祝い
金が贈呈されました。
　これからもお元気でお
過ごしください。
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